
同一視をなくすこと 

～１９７１年８月 アメリカ合衆国、ワシントン州、バック・クリークⅢの 

ワークショップにて～ 

 

多くのパターンは、良い感じを与えます。たとえば、「たばこのよい味わい」です。同一

視は、否定的であるかどうかということより、『肯定的』であるかどうかということのほう

で、よりいっそう積極的に徹底して取り組まなければいけないのです。 

 

もしカウンセラーであるあなたがクライアントに「私を見て誰を思い出すの？」と聞い

たとき、「あのばかなフットボールのコーチ！」と答えたら、セッションを先に進める前に

クライアントにその髪の短いフットボールのコーチについて思い出して話すようにさせな

ければならないでしょう。しかし、もしクライアントが「誰のことも思い出さないな。あ

なたは、ただ今までに会った人の中で一番素敵な人だよ。」と答えたら、すぐにそれに取り

組み始めたほうがいいでしょう。これは、まだ会ったこともない最愛の人とあなたを同一

視しているというただの非合理的なことです。同一視は知性の邪魔をし、傷を隠してしま

うのです。クライアントが考えられるようになるためには、あなたがこの傷に立ち向かい、

この傷を取り除かなければいけません。もしクライアントがあなた自身を見ているなら、

唯一の個性的な一人の人間としてのあなたを本当に見ているとすれば、この気持ち悪いば

かげた感情はなくなり、ただあなたを愛するでしょう。 

 

クライアントとして「あなたのことが大好きだよ。」と６回言ったら、この言葉の意味は

変わります。あなたがセッションでそのように取り組めば、この言葉を取り巻く感情は劇

的に変わるでしょう。 

 

あらゆる同一視をなくそうとするべきです。その後残るのは人と人の愛情で、それは実

に素敵なことです。これは自動的に起こりうるものではなく、知恵と人と人との関わり合

いから生まれてくるのです。 
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